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研究成果の概要（和文）：大学生の時期に正しい生活習慣を定着させることが、将来的な生活習慣病発症のリスクを軽
減する。本研究課題では、青年期における不規則な生活習慣の改善と肥満予防のためのプログラム作成のために大学生
の実態調査を行いより良い健康教育のあり方について検討を行った。食生活の実態調査から、大学生の食生活への関心
は高まっているが、実際は多くの食品での摂取不足が見られた。家庭科食生活領域に関する知識の定着度の調査から、
栄養素の働きについて家庭科における学習効果が認められた一方で「無機質」のように知識の定着が難しい栄養素もあ
ることが分かった。
これらの結果を踏まえて、青年期における効果的な指導案を作成することができた。

研究成果の概要（英文）：It reduces the risk of the future lifestyle-related disease onset to establish a r
ight lifestyle at the time of the university student. By this research, I performed the fact-finding of th
e university student for programing for the improvement of an irregular lifestyle in the youth and the obe
se prevention and examined the way of better health education. The interest in eating habits of the univer
sity student from the fact-finding of the eating habits increased, but, actually, lack of intake with much
 food was seen. I knew that there was the nutrient that fixation of the knowledge was difficult like "mine
ral" while a learning effect in the home economics was accepted about the function of nutrient by the inve
stigation into fixation degree of the knowledge about the home economics eating habits domain.
Based on these results, I was able to make an effective teaching plan in the youth.
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１．研究開始当初の背景 
平成 20 年より 40 歳から 74 歳までの中高
年を対象とした特定健診・特定保健指導が義
務化され、肥満を端に発症するメタボリック
シンドロームに対する取り組みが強化され
た。このように中高年における肥満に注目さ
れがちであるが、現在、大学生における肥満
者数の増加も問題となっている。生活習慣や
食習慣の乱れがちな大学生活を早期から見
直し、肥満の予防及び改善を行うことは、中
高年でのメタボリックシンドローム発症の
リスクを軽減する上でも重要な課題である。  
これまでに、メタボリックシンドロームの
予防及び改善に関する取り組みは数多く見
られるが、比較対照群を設けているものや、
ランダム化比較試験を行っている研究は少
なく、保健指導の有効性について科学的に検
証できていない現状がある。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、（１）包括的なメタボリ
ックシンドローム予防および改善プログラ
ムを作成し、その有効性について科学的なエ
ビデンスに基づき検証することを目的とす
る。そのために、まず、大学生の食生活の実
態調査を行った。さらに、肥満大学生の生活
習慣及び健康意識の特徴について調査した。
その後、無作為に対象者を介入群、または非
介入群に郡分けし指導を行った。 
さらに本研究課題では、（２）栄養、食事
摂取の学習が計画的に位置づけられている
家庭科食生活学習の問題点と改善方法につ
いて検討し、教材開発および効果的な指導法
の開発を目指すことも目的とした。近年、日
本においては食育が国民運動として推進さ
れているが、従来家庭科における食生活領域
の学習は、児童・生徒がより良い食生活を実
践できる力を身につけることをねらいとし、
学校における食育の重要な役割を担ってい
る。 
 一方、子どもたちの食生活の実態や健康状
態をみると、必ずしも家庭科での学習が生か
されているとは言えない状況が見受けられ
る。 
 以上のことをふまえ、本研究は、今後の家
庭科における効果的な指導方法について検
討するための基礎資料を得ることを目的と
し、中・高校生および大学生を対象に、家庭
科食生活領域の知識の定着度を調査した。 
 
３．研究の方法 
（１） 
①大学生の食生活の実態調査 
対象は、2008～2010 年度の山形大学新入生
5374人中、了承を得られた281名(男179名、
女 102 名)。調査内容は、1.属性（性別、居
住形態、2.食品摂取頻度（牛乳・魚・緑黄色
野菜・果物・菓子）、3.食への意識・評価・・
調理担当者・栄養バランスを考える人・適正
なエネルギー摂取・ 現在の食生活評価・今

後の食生活について質問紙を用いて調査し
た。解析は、IBM® SPSS® Statistics Desktop 
version19.0 を用いてχ2検定、複数回答の項
目は単純集計を行い、居住形態別、性別でそ
れぞれ比較検討した。 
  
②肥満大学生の生活習慣及び健康意識の特
徴 
 調査方法は生活習慣に関する項目（17 項
目）、食事・運動に関する意識（18 項目）、
健康に関する項目（8 項目）、その他の項目
を含め計 42 項目のアンケート調査を実施し
た。アンケート項目は肥満学生と一般学生別
に単純集計を行い、必要に応じて学生群、性
別、及び項目間でクロス集計を行った。独立
性の検定にはカイ二乗検定を、平均値の差の
検定は T検定を用いた。なお、本報では、ア
ンケート結果のうち、主要な項目に絞り報告
する。調査時期は 2009 年 9～12 月及び 2010
年 9～11 月である。 
 
（２） 
①家庭科食生活領域に関する知識の定着度 
調査対象は、山形県内の学校に通う中学生、
高校生、大学生計 436 名。調査時期は、2011
年 5～6月。中学生および高校生については、
各学校段階における家庭科食生活領域の学
習前であることを条件とした。調査方法は、
質問紙法により調査した。調査項目は、先行
研究（長島 1982）を参考に「栄養素の働き」
「食品と栄養素」「食物のとり方」「調理」「食
品の性質」の５項目で構成された知識に関す
る設問の他、食生活に対する本人や家族の意
識、食に関する情報の入手先等についても尋
ねた。統計処理は、統計ソフト SPSS を用い、
危険率 5%未満を有意とした。 
 
４．研究成果 
（１） 
①大学生の食生活の実態調査 
1）調理担当者の項目では、居住形態および
性別の両方で有意差が見られた。また、 
栄養管理を行う項目では、居住形態で有意差
がみられた。これらの結果から、一人暮らし
を開始することにより、自炊を開始し、自分
自身の食生活への関心が高まったことが示
唆された。男性に比べて女性は調理を積極的
に行うことが示唆された。一方、栄養のバラ
ンスについては男女による違いは見られな
かった。 
2）現在の食生活の項目では居住形態および
性別による有意差が見られた。一人暮らしの
人は、現在の食生活に問題があると感じてい
る人が多かった。性別では、女性は男性に比
べ食生活に対する問題意識が高いことが示
唆された。 
3）食品の摂取頻度では、特に摂取量不足が
懸念されている緑黄色野菜、魚において、居
住形態による有意差がみられた。一人暮らし
では、食費や調理技能等の理由により、摂取



する食品の頻度が減少したことが推察され
る。性別による比較では、緑黄食野菜、魚、
牛乳の摂取頻度で有意差が見られた。女性は
男性に比べ、緑黄色野菜や魚、牛乳を毎日摂
取する人が少なかった。 
 
【まとめ】 
1）一人暮らしを始めることにより、自分自
身の食生活への関心は高まった。しかし、摂
取不足が懸念されている緑黄色野菜や魚の
摂取頻度が低下していたことから、食生活の
乱れは認識できても実際に実行するのは難
しいことが示唆された。 
2）女性は男性に比べて、食生活に対する関
心が高いにもかかわらず、緑黄色野菜、魚、
牛乳の摂取頻度は男性に比べて少なく、関心
が高くても食事内容がかならずしもバラン
スが良いわけではない可能性が示唆された。 
 
②肥満大学生の生活習慣及び健康意識の特
徴 
 肥満学生と一般学生を対象に生活習慣及
び健康意識に関するアンケート調査を行い、
肥満学生の特徴を明らかにした。主な結果は
次のとおりである。 
１）生活習慣のうち、夕食時間や就寝時間は、
平均値では一般学生と変わりないが、ばらつ
きが大きく、極端に早すぎたり遅すぎたりし
ているのは肥満学生に多い。３食の摂取状況
と朝食の欠食状況についても、肥満学生のほ
うが１日３食を食べない率や朝食を抜く者
が多い。これらから規則正しい生活を送る視
点から肥満学生のほうが問題が多いといえ
る。 
 また、運動については、中学時代に多数が
運動部活動をしていたにもかかわらず、高校
時代になるとやっていない者が多い。「運動
が好きか」についても一般学生と比べて「と
ても好き」が少ないところをみると、高校時
代に部活動がより専門的かつ厳しい練習に
なることによって継続できなくなり、運動が
「とても好き｣ではなくなった可能性も考え
られる。 
２）食生活に関する意識の一つ目の特徴は、
適切な食事量を｢知らない｣学生が大半であ
りながら、エネルギーを「摂りすぎている」
と思っている者が多いことである。特に一般
学生の女子がその傾向が強く、痩せ志向がう
かがえる。 
 入学前の生活で、肥満学生は、栄養バラン
スに気を付ける人が「誰もいない」と回答し
た率が一般学生より多く、家庭内で食事の栄
養を管理する人が少ないことが肥満につな
がっていることも示唆された。又、食改善の
意識も一般学生より低く、学校教育（家庭科
や食育）で正しい知識を身に付け、実践でき
るような指導が必要である。 
３）健康に関する意識のうち、｢健康に気を
遣っている｣率は一般学生のほうが高く、肥
満学生はあまり気遣っていない傾向にある。

自覚症状は、全体的に一般学生のほうが多く
挙げており、肥満学生の３倍の症状を挙げ
た。なかでも肥満学生、一般学生共に「疲労
感」が最も多かった。学生の生活は、日中は
学校での受講、放課後は部活動やアルバイト
が予想できる。20 歳前後の若者は、最も体力
的に充実する年代であり、本来ならば疲れを
知らない時期と考えられる。精神的な疲れも
考えられるので、今後、疲れの要因を探り、
心身共に健康な生活づくりのために疲れの
要因除去を考えていかなければならない。 
 ダイエットに関しては、女子が、肥満学生
のみならず一般学生も経験しており、不必要
なダイエットを行っていることも考えられ
る。適性体重を理解していればする必要のな
いダイエットを実施し、精神的なストレスを
抱えていることも考えられる。 
 以上から、肥満学生の生活習慣や健康意識
を明らかにすることができたが、一般学生も
同様な傾向を示す部分が多くあり、青年期の
特徴と捉えることもできる。家庭科では、望
ましい生活習慣、特に食生活については小学
校から高等学校までの学習で行っているが、
児童・生徒が日々の生活実践に結びつけられ
るような授業実践をなお一層心がける必要
があるといえる。 
 
（２） 
①家庭科食生活領域に関する知識の定着度 
食に関する情報の入手先について尋ねた
ところ、いずれの学校段階においても「家庭
科」の得点率が最も高かった。中学生におい
ては、「家庭科」と「家族」の得点率が拮抗
しているという特徴が見られた。一方、高校
生は、「テレビ」や「雑誌」の得点率も他の
学校段階に比べて高く、多様な情報源を活用
している様子が伺われた。大学生は、中学
生・高校生よりも「テレビ」の得点率が低く、
「家庭科」および「インターネット」の得点
率が高かった。これらのことから、中学生の
食に関する知識の獲得においては、家庭科に
加えて家族の影響が大きく、高校生になると、
テレビや雑誌といったマスメディアの影響
もより大きくなると考えられる。一方、大学
生においては、テレビ以外にインターネット
により情報を入手することが増えると同時
に、家庭科での学習経験も生かされていると
推察される。５大栄養素の主な働きを尋ねた
ところ、高校生と大学生の間よりも中学生と
高校生の間で正解を選択した者の割合が大
きく増加しており、中学校家庭科における栄
養素に関する学習の効果と推察された。 
 大学生において「炭水化物」や「ビタミン」
の働きについて正解を選択した者は8割以上
と高く、知識の定着度は高いことが明らかと
なった。その一方で「無機質」の働きについ
て正解を選択した者の割合は、大学生におい
ても男女共に低く、知識の定着が難しい栄養
素であることが分かった。「栄養素の働き」、
「調理」、「食品と栄養素」の項目の合計点に



ついて、２要因（性×学校段階）分散分析を
行った。その結果、「栄養素の働き」と「調
理」においては、性および学校段階の主効果
が有意であり、どちらの項目も学校段階が上
がるにつれて知識の有意な向上が認められ
た。性差に関しては、「調理」において男子
に比べて女子の得点が有意に高かったのに
対し、「栄養素の働き」においては、女子よ
りも男子の得点が有意に高かった。  
「食品と栄養素」については、学校段階の
主効果のみが有意であり、学校段階が上がる
につれて知識は有意に向上し、性差は非常に
小さかった。山形県内の、中・高校生および
大学生を対象に質問紙法による調査を実施
した結果、食に関する知識の獲得においては、
家庭科学習の影響が大きいことが示唆され
た。大学生においても、テレビやインターネ
ットにより情報を入手することが増えると
同時に、家庭科での学習経験も生かされてい
ると推察された。知識に関しては、栄養素の
働きについて中学校家庭科における学習の
効果が認められたが、「炭水化物」や「ビタ
ミン」に比べて「無機質」の正解率は大学生
においても男女共に低く、知識の定着が難し
い栄養素であることが分かった。 
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